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○五十嵐智洋委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 ぜひお願いしたいんです

けど、やはりそのコンベヤーであれば自社で製

作するところが当然ノウハウを持っていらっし

ゃいますので、要するに市販品を買ってきて改

造するよりは、自社でつくったもののほうが間

違いなく、何か問題があった場合はそのメーカ

ーさんに言えばすぐ修理していただける。ただ、

その市販品を持ってきた場合は、当然修理って

いう部分に関しては非常に難しいと思いますの

で、その辺も検討してください。 

 あと、当然入札されたメーカーさんが自社の

作業員が行う場合と、ほかに委託されちゃうと、

当然やっぱり管理が行き届かないというふうに

考えてますので、その辺もあわせて入札の際は

見ていただければと思います。 

 あと、最後にそのコンポストの方向性につい

て、今後どのように考えていらっしゃるのかを

教えてください。 

○五十嵐智洋委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 ５月の産建協議会のときも

申し上げましたところですが、このレインボー

プランにつきましては、これまでの経過から言

いますと、その地域循環という理念、それに基

づいて第五次総合計画においても環境とエネル

ギーの分野で、これは位置づけしながら推進し

ているということでございます。 

 これまで創エネルギー、蓄エネルギー、省エ

ネルギー、そういった観点から調査事業なども

行ってきておりまして、今年度、下水汚泥の処

理に関して、その国の報告書がまとまるという

ふうになっております。これらを関係する課で

情報共有しながら、市長、副市長とも相談しな

がら、レインボープランと、あとエネルギー、

その双方向からこの市としてどのような方向づ

けをしていくのか、それを協議、検討する必要

があるというふうに考えております。 

○五十嵐智洋委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 ぜひそのコンポストセン

ターに関しては、かかってる費用に対して収益

が非常に悪い部分でもありますし、やはり実際、

レインボープランの理念は非常にいいんですけ

ど、現実問題、それのためだけにこれをやって

るというのは非常に私としては無駄が多いんじ

ゃないかと思います。だから、やはり今後に関

しては生ごみに関してもどのようにしていくの

か、その辺も十分考えていただいて、今回610

万円も使ってるわけですから、今後に関しては、

やっぱりその辺のことも考えながら、より有効

的なお金の使い方をぜひ考えていただきながら、

このコンポストセンターに関しても今後検討し

ていただければと思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、順位２番、議席番号

15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 おはようございます。 

 私は長井市のまちづくりが後世に負担の少な

いことを願いながら、予算総括質疑をさせてい

ただきたいと思います。 

 第８款に最上川河川緑地整備基本設計並びに

実施設計業務委託料1,500万円何がしという金

額が上がっておったんでありますけども、この

ことについて質問させていただきたいなと、そ

んなように思います。 

 ちょっと時間はたっぷりありますので、先日、

文教常任委員会協議会で、所管の施設を数カ所

検証させていただきました。野球場、そして大

規模改修が終了した平野小学校、本当によく整

備されていただいたなというふうに思った次第

でございます。 

 特に平野小学校についてはちょうど30年ちょ
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っとたつわけでございまして、私もＰＴＡの役

員などもしておった関係上、あそこの建設に少

しかかわったということがございます。ちょう

ど教育長とも話をしたんでありますけども、当

時は平野小学校は小規模校でありましたので、

これからの小規模校の学校建設の常識は、オー

プンスペースだというような考え方を教育委員

会から提示されたというふうに記憶しておりま

す。そして、そうしたオープンスペースの学校、

中津川小学校とか、あるいは数カ所を見させて

いただいて、30年後の、あるいは20年後の学校

というものはこういうふうになるのかなという

ように私たちは指導されてきたわけであります

けども、平野小学校建設にかかわる皆さんは、

なかなかそれで了承はしませんでした。 

 やはりその新しいものについて飛びつくとい

うのは抵抗があったのか、あるいは20年後を見

通して決断したのかわかりませんけれども、断

固反対をされまして、そして今のスタイルに教

育委員会の考え方を押し切って建設させていた

だいたという経過がありまして、そのことが間

違っておったのか、あるいは正しかったのか、

ちょっと教育長に伺ったところでございますけ

ども、現在、建てられている小規模校、あるい

は学校の建設の状況というのはどうなってるん

ですかという話をお聞きした中で、やはりオー

プンスペースというのは非常に極めて少なくな

ったというような話をお聞きして、正直なとこ

ろ、ほっとしたというか、ああいう考え方は、

それはそれで間違ってはいなかったんだなとい

うようなことを考えさせられました。 

 これからさまざまの公共施設建設がめじろ押

しでありますけども、20年後を見通すというこ

とは極めて至難のわざであろうと思いますけど

も、そうしたことも考えながら、進んでいただ

きたいなと、そのように思った次第でございま

す。 

 そして、ちょうどその日が１年に１回のバイ

キング給食ということで、それを教育委員の皆

さんがごちそうではない、お金を払って食べさ

せていただきました。本当に正直言って、私は

びっくりしました。味覚の話でございますので、

おいしいとかおいしくないかはかなり個人差が

あるわけでございますけども、私が常にホテル

のバイキングとか、あるいは温泉場のバイキン

グに行ってごちそうになるバイキング以上のお

いしいものが出ました。こんな給食出てよいの

だろうかなと思うぐらいにおいしかったです。 

 普通の給食はどうなんであるのかわかりませ

んけども、そういう状況の中で、文教委員のあ

る方のお話がありまして、こういう学校給食の

メニューを道の駅あたりで提供はできないもの

かなというような話をちらほらされておりまし

た。それは余談でございますけども、やはり今、

学食、あるいは学校給食をメーンにした食堂な

んかも都会のほうではできているという話も聞

きますし、何かそうしたことを長井の道の駅で

取り入れられるような方向に話が進んだらよろ

しいんじゃないかなと、そんなように思った次

第でございます。道の駅の食堂に私は余りそん

なに行かないんですけども、余りそうしたメニ

ューが出てるところはないような気がしますの

で、それはだめだからしないのか、それはわか

りませんけども、何か挑戦してみてもよろしい

のではないかなと思った次第でございます。 

 余談を少し入れさせていただいたわけでござ

いまして、この緑地公園、公園という名前はつ

いてないんですけども、緑地帯の造成というこ

とにつきましては、いわゆる私たちは都市再生

整備事業の一環としての緑地公園というイメー

ジがすごく頭の中に残っておりまして、当時か

かわった議員の１人といたしまして、ちょうど

都市再生整備事業が、基幹事業が５項目あった

わけでございます。 

 １つは観光交流センター、そして石畳、それ

に長井駅東の花公園、そして河川公園、そして
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中心商店街の活性化のための事業というような

ことに19億円というような事業構想でやられた

わけでございますけども、全てに賛成議員、全

てに反対議員、そして数名は基幹事業の縮小を

願いながら、少しボリュームを小さくして、そ

のボリュームを小さくした部分は生活関連事業

に向けるような事業構成にできないかというよ

うなことで、最終的にはそういう姿になって、

観光交流センター、石畳、あとは関連事業とい

うようなことで、修正案が繰り返されたわけで

ありますけども、採択になったという経過だっ

たろうと思います。私もその数名の議員の１人

であったろうという理解しておりますので、こ

の河川公園については確認、質問的なことにな

ろうかと思いますけども、どういう整備に至っ

た経過とか、あるいは目的、どれぐらいの面積

なのかということについて、まず最初にお伺い

をしたいと思います。 

 なお、答弁者は市長１人にさせていただいて

おりますけども、場合によっては担当参事、そ

して課長のほうに振っていただければ幸いだな

と思います。よろしくお願いします。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 まず、町田委員からは学校給食の話をいただ

きましたけれども、観光交流センターの道の駅

川のみなと長井のほうでのフードテースティン

グコーナーについては、やはり市が事業主体で

補助事業でやったことから、最初から食堂的な

ところはなかなか、レストラン的なところは難

しいということで、今のスタイルをとっている

んですが、確かにほかの道の駅は、そういうビ

ュッフェ方式っていいますかね、食べ放題みた

いな、というのは非常に人気あるところもあり

ますので、なお検討させていただきますが、で

きれば長井小学校の第一校舎、今、行っており

ますが、そういったところでもたくさんそうい

うスペースをつくれるかと思ってますんで、そ

ちらでも考えられるのかなというふうに考えて

いるところです。 

 それで、ご質問の件でございますが、実はも

うこれはかなり前の事業でございまして、スタ

ートしたのが、そんなことから、課長はあれか

らもう３人も４人もかわっておりますので、私

が答えるしかないだろうと思っております。 

 まず最初に、長井はかつて米沢上杉藩の流通

拠点、最上川の舟運のまちとして栄えたんだと

いうことについては、そんなに昔から長井市は

ＰＲしてこなかったんですね。子供たちにも教

えてこなかったんです。それが注目されたのは

やっぱり20年ぐらい前からかなっていうふうに

私は思ってます。まちなかには、当時の繁栄を

しのばせるような商家とか町屋がたくさん残っ

ておりまして、その先人の遺産っていいますか

ね、財産を生かすべく、今から十五、六年前に、

まず最初に商工会議所、あと観光協会が中心と

なって登録有形文化財というのをいっぱい国の

認定を受けたらどうだということから始まりま

して、以降、黒獅子の里案内人、観光ボランテ

ィアガイドの方とか、まちづくりＮＰＯさんと

か、いろんな方々が、じゃあまちなか観光、ま

ちなかめぐりのそういった観光を標榜したらい

いんじゃないかということで、実際さまざまな

活動を、例えばＪＲ東日本の小さな旅みたいな

形で、今も続けていただいております。そうい

うことが十五、六年前からありました。 

 これらの状況の中で、国のほうでは長井ダム

の工事をかつてここ20年ぐらいずっと続けてい

ただいたわけです。国のほうでは長井市が川の

まちづくりに非常に力を入れていると。したが

って、例えば白川ダムのような地元の地域振興

っていいますかね、そういった予算は残念なが

ら認められてないんだけども、何らかの形でそ

れに応えなきゃいけないということで、ご存じ

の日本初のフットパスをやってくださったわけ

です。そのフットパスっていうのは、最上川沿
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いなんですね。というのは、国の直轄の部分だ

けですので、したがって、野川とか白川は、接

合部分っていいますか、最上川に入る部分につ

いては一部直轄はあるんですが、結局、長井の

まちに面しているところをメーンでやってくだ

さったということがございました。 

 それと、さらに今度はダムが終わるというこ

とから、かわまちづくり整備事業というのを国

のほうで平成21年ごろから構想をつくって、22

年から、最初７カ所だったと思いますね。認め

ていただいたと。それに長井市が見事、私ども

もお願いしましたけども、採択していただいた

んですね。まず基本的にはまちなかの面してい

る堤防、築堤を30％勾配から15％勾配に強化し

ていただいて、フットパスとかもぐり橋とかい

ろんなものを整備いただいたんですけども、そ

の中で、長井市さんのほうで観光交流センター、

かわと道の駅を考えているということなら、タ

スのすぐそばに藩の船着き場じゃなくて民間の

船着き場があるわけですね。あともう一つ、長

井橋のところには藩の船着き場跡があると。そ

のエリアについて、いろいろ整備しようかとい

うようなことも言っていただきました。 

 そんなこともあって、まずは藩の船着き場の

ところは船通し水路等と、あとは民間の船着き

場のところはタスのすぐそばなんですが、もぐ

り橋ですかね、とかをつくっていただいて、そ

れに観光協会とか地元の史談会などの市民団体

が記念碑とか歴史の案内板などを設けて、そう

いう整備をいただいたんです。しかし、民地だ

と、ほとんど、ということから、じゃあ国のほ

うでは4.9ヘクタールあったんですね、あの最

上川の長井橋の河川公園のところまで、タスの

ところから、そこをじゃあ、かわまちづくりで

購入して、いろいろその後、市でもいろんな計

画があるなら使ったらどうだということで買っ

ていただいたんですが、その途中でやっぱりな

かなか議会の理解を得られないということから、

2.9ヘクタールで買収を終えて、残念ながら２

ヘクタールは残ってしまったというのが今まで

の経過でございます、長くなって恐縮でござい

ますが。 

 一方で、以前から長井は最上川がまちなかに

面しているっていうか、接しているまちなのに、

最上川に親しむようなエリアがないというふう

に前から言われておりました。それは全て民地

だから、市民の人はなかなか入れないというこ

とだったんですね。一方で、文化会館に加えて

タスも完成したということから、駐車場が圧倒

的に足りないという問題があって、黒獅子まつ

りや水まつりのときにはもう会場から相当離れ

たところに置かざるを得ないような、非常に不

便だと、周りの町からも酷評されてました。長

井みたいな駐車場を用意しないまちは珍しいと、

私も何回か褒められたのか、ばかにされたかわ

からないですけど、言われました。 

 そんなことから、やっぱり駐車場もこの河川

敷、4.9ヘクタールも民地を買収していただけ

るなら使えるんじゃないかということで、観光

交流センターの整備事業、かわと道の駅のとき

に、じゃあその4.9ヘクタールを行く行くは、

一気にとは言わないで、まずは観光交流センタ

ーそばの部分だけでも少し公園として、いわゆ

る船通し水路ですか、藩の船着き場のところま

でつないだらどうだという考えで、実は委員が

おっしゃったように、最初、計画として入れさ

せていただいたところでございました。この計

画については、議会のご理解をいただくのは当

時の段階では難しいというふうに判断して、こ

れはやめたわけです、花公園と。 

 そんな中で、やっぱり終わってから、平成26

年にＤＣ、デスティネーション・キャンペーン

ありましたね。ＪＲのデスティネーション・キ

ャンペーンで、山の港町長井ということで、非

常にまた話題になりまして、山の港町って、港

なんてどこにあるんだと、こういう話がまた出
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まして、ですから今回、観光交流センターがオ

ープンしてから相当、きのうも実は私は言われ

ました。得々と、女性の方から、何で長井、市

長しねえなやと、みっともねえべと。河川敷っ

て、港なんていうから、河川敷っていったら何

かあっかと、何にもねえと。畑しかないと。で、

船着き場の跡地ってあるというそうだけんど、

ぐるっと回んねえと行がんにぇと。こんがなこ

とで山の港長井なんて言ってらんねごでってい

うふうに随分言われまして、私もこたえました。 

 あと、オープンしてよくそのお客様が堤防に

上がって、やっぱり川もあるんだろうと思って

わくわくして見るんですが、みんながっかりし

て、あっちの川のところまでも行けないという

ようなことがあったもんですから、今回こうい

ったことで整備をしたらどうだということから、

去年の補正で基本構想の予算を認めていただい

て、今回は実施設計、実施測量みたいなことで

すね、提案をさせていただいたところでござい

ます。 

 長くなって申しわけありません。以上です。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 市長に物語を語ってい

ただきまして、実は長井市のまちづくりに一番

不足してたのは、物語のない事業しかしなかっ

たというのが一番大きいのでないかなと。特に

フットパス以前については、物語というのは非

常に少なかったと。それ以後、フットパスを契

機にして、フットパスをつくったのは当時の目

黒市長時代だったんですけども、しかしながら、

物語を市民に伝える努力はしていただけなかっ

たと。私たちもそうしたことはほとんど聞かな

かったと。それは一方的な国土交通省からフッ

トパスを認めていただいたというようなお話だ

けであったんで、そうした一つの物語を、やは

り市民の方に伝えていただければ、市民の方も

納得してくるであろうし、私たちも納得せざる

を得ない部分も出てくるわけですね。そうした

ことで、一気に整備をするという一つの手法も

考えられますけども、やはり逐一要求、要望に

よってそうしたものを整備していくという手法

もこれまたしかりではないのかなと私は認識を

しておりますので、この事業について少し深め

たいなと、そのように思います。 

 ２点、９ヘクタールということでありますけ

ども、そこには一体どういう、宇津木議員の一

般質問の中にもちょっと触れておったんですけ

ども、駐車場というようなこともありましたん

で、その駐車場は大体、全体面積の何割ぐらい

であるのか、その点についてお聞かせください。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 駐車場と、計画としては多目的

広場ということで、例えばバーベキューをした

りとか、あるいは芋煮会をしたりとか、あとは

軽スポーツをしたりとかいうエリアを考えてお

りますが、駐車場に係る部分につきましては、

今考えているのは4,500平米、約200台の駐車場

ということで考えております。この全体面積に

係る駐車場の割合は15％というふうに考えてい

るところでございます。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 そうしますと、ちょっ

と、極端に言うと、まだまだ2.3～2.4のヘクタ

ールがいわゆる多目的広場、公園として構想を

考えておられると。やはりメーンは駐車場なん

でしょうけれども、駐車場というのは１回つく

ってしまえば、あとは維持管理っていうのは全

くゼロに等しいわけですね。しかしながら、そ

の残った広場、緑地帯をこれから計画していく

といったときには、必ずそこに維持管理と管理

費というものは考えていかなければならないと

いうことになると思いますけれども、その点に

ついて、市長はいかがですか。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 この構想の中では、南側から小

出船着き場周辺の景観ゾーンを大体5,000平米
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ぐらい。ということは、基本的に整地して終わ

りというところは5,000平米ぐらい。そこもい

ざというときは駐車場にできるだろうと。で、

その隣につつじ公園やタスで、道の駅にも利用

できる4,500平米、約200台の駐車場というふう

に考えてます。 

 残った面積が約１万9,000平米ぐらいなんで

すけども、そのエリアには水と緑と花のゾーン

という設け方をして、その中で最上川のそばで

芋煮会ができる広場、バーベキューができる広

場、そしてあとは委員からおっしゃっていただ

いた芝を張る。どういう芝になるかっていうの

はもう問題、課題なんですけども、芝を張り、

イベントや子供たちが遊べる広場、またスポー

ツができるグラウンドを考えております。結構

広いということで、そんなことで、やはりでき

るだけ管理費にお金のかからないような考え方

でいきたいなと思っているところでございます。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 私的に、今は構想です

ので、やはり漠然としているというのは当たり

前のことだとは思いますけども、前回の都市再

生整備事業で花公園と河川公園をなぜ慎重にや

らざるを得なかったかという、私はトラウマを

持っているんですね。公園と名のつくものは極

めて、その当時はすばらしい発想なんですよね。

つくってください、あら、つくろうと。しかし

ながら、それが10年、20年と必ず整備を継続し

なけりゃいけないわけで、そうすると、市民ニ

ーズも変わってきますし、観光客のニーズも変

わってきて、それを存続させるというのは本当

に至難のわざになってくる可能性があるんじゃ

ないかなということで、私も慎重にならざるを

得ないというのは、今もって私はそういうふう

に思っているわけで、これはあやめ公園にした

って、つつじ公園にしたって、全くそのとおり

でありまして、あそこをまだまだ皆さんが喜ん

でもらえる公園にするには莫大な投資をしなき

ゃいけないわけでね。 

 そういうものをまた新たにどんどんどんどん

つくっていくことに対しては、やはり慎重にな

らざるを得ないし、しかしながら、必要なもの

は整備をしていくということに考えるわけでご

ざいまして、駐車場プラス、その緑地について

は、市長はこういうものをつくって市民に開放

していくというようなスタイルをとろうとして

いるようでありますけども、私は市民にこの公

園をもう発想から委ねられたらいかがなもんで

しょうかねというご提案をさせていただきたい

なと、そういうふうに思っているんです。そこ

が今回の質問のメーンテーマなんですよ。 

 ということは、長井市が今、さまざまな市民

のための事業をなされておるわけでございます

けども、やはり行政主導でこうしたものをつく

っていこう、そして検討委員会で市民の意見は

吸収しましたよと。しかしながら、行政主導、

90％、私は以上だと思うんですよ。やはりこう

いう施設をつくります、こういうのをつくりま

すといった場合において、市民がこういうもの

をつくってくださいということでなくて、ちょ

っと全てが市民主導であっていいとは思いませ

んけども、そうした事業、施設もあっていいの

でないかなと。そろそろそういう事業に取りか

からなければならないのではないかなというふ

うに思ったものですから、その点について、市

長、いかがでしょうか。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるように、公

園というのはこれからどんどん人口が減ってい

く中で、維持管理費が増嵩するというようなこ

とは、まず避けなきゃいけないと。例えば、長

井市内にある公園の中で、特に観光の公園とし

てあやめ公園とつつじ公園があるわけですが、

決定的な違いがあるんですね。つつじ公園は、

そりゃ剪定したりとか、雪が降れば大変ですけ

ども、手をかければかけるほどよくなる公園な
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んです。 

 ところが、あやめ公園は、あのままではだめ

なんです。毎年とにかく、３年に１回は株分け

しなきゃいけないもんですから、すごくお金が

かかるんですね。ですから、長井市のあやめ公

園が結局、数になっちゃったわけですよね。数

と量になって日本一になる。これ多分日本一で

すよね。あのぐらいお金をかけて株分けして、

さらに観光として見てもらうようなところをや

ってるところはないと思います。全て私は見た

わけじゃないんですが、あやめサミットとか、

あとフラワー都市交流とかなんか行ってみて、

あやめはとにかくお金がかかり過ぎるんですよ。

例えば砺波みたいにチューリップですと、あれ

チューリップは株分けして売れるんですよね、

一般的に。あやめも売れるんですが、そんなに

需要がないわけですよね。 

 ですから、そういった意味からいうと、公園

事業って本当に慎重にしなきゃいけないと思い

ます。持論ですと、イングリッシュガーデンみ

たいなのは、手をかければかけるほどよくなる

つつじ公園タイプなんですよ。なもんで提案し

たんですけども、これもやらなくてよかったん

ではないかと皆さんがご判断されたわけですか

ら、そう思ってます。 

 今回は、まず一つの背景として、国のほうも

河川敷に対してかなり規制緩和が進んできたん

ですね。昔はいわゆる河川敷っていう言い方を

しました、わかりやすいもんですから。そこに

何かトイレをつくるなんて絶対無理なわけです

ね。構築物だめだったんですよ。つくるとした

らバイオトイレとか、あとはすぐ何かあったと

き取り外しできるようなということなんで、そ

れから、堤防の上は何か物をつくったり、物を

置いたりはまかりならんと。ところが今はミズ

ベリングというので、この辺で一番やってるの

は新潟市ですね。すごいですよ、河川敷。もう

福岡も昔は河川敷のところにいろんな屋台出て

ましたけど、あれは河川敷じゃないです、川の

そばですね。河川敷とか堤防の上は絶対使っち

ゃいけなかったんですが、今は全部オーケーな

んですよ、条件はありますけどね。 

 そうしますと、今あやめ公園の駐車場に河川

敷の駐車場、ありますよね。川床茶屋ってやっ

てますけども、ああいったものが実はこの公園

の中にもやれる。これは民間にやってもらうと、

市で借りていうことは考えられます。ですから、

いろんな使い方ができるんじゃないかと思って

ます。駐車場については、やっぱり市で管理し

なきゃいけないだろうと。 

 それで、町田委員がおっしゃったのは、実は

今度、かわまちづくりっていうのを再度認定い

ただいたんですよね。白川のほうのかわまちづ

くりも含めて、もう一回長井市のかわまちづく

り事業っていうの、計画事業っていうのを再認

定いただきました、この３月に。白川のほうを

今度はプラスして、新たなかわまちづくりを採

択いただきました。 

 白川については、実は市でももちろん最初は

手はある程度かけるんですけども、基本的に全

部白川の築堤っていうことで、1.5キロにも及

ぶ堤防をつくってもらったわけです。羽越水害

以来ずっと要望していたこと。さすがに市民の

皆さん、地区の皆さんも、そんな要望は忘れて

て、こんな要望してないって言われました、築

堤をつくるときに。それで、私も出向いて説得

して、これはもう50年来のことだからみんな忘

れてしまったんだけども、このチャンスを逃し

たら二度とできないからということで、そして

結果として３ヘクタールぐらい、農地を買って

いただいたんですが、それを条件として地元で

使ってくれることだったらば買うよと。だから

買わないとできなかったんですよ、実はね。じ

ゃないと樋門をつくるしかないんですけども、

樋門より買いたかったんですね、多分国は。 

 それをかわまちづくりということで、底地は
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まず国に整備いただいて、どういう使い方をす

ると、市でも建設は手伝いますよと。だけど、

建設の一部と運営は地元でしてくださいってい

うことで、豊田地区の公民館の中にあるとよだ

ふる里振興会っていうところにお任せして、そ

こで運営してもらうと。その使い方については

これからみんなで、おおよそは決まってるよう

ですが、私どもと一緒になってそれを整備して、

運営は地元でということになります。ですから、

今回2.9ヘクタールもの広いところですから、

市でする部分と、あとは民間で営業なんかでで

きる部分と、あとは市民団体とかで管理をお願

いできる部分ももしかしたらあるのかなという

ふうに考えているところです。長くなりました。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 あやめ公園を口説いて

もらっても困るんですけども、これは先人の

方々がよかれと思ってつくっていただいたんで、

それをやっぱり守る、私らは義務があるわけで

ございまして、そういうものを前例踏襲して、

やっぱりこれからの公園づくりというものは考

えていかなければいけないということになるの

かなと私は思っているんで、よく私も平野地区

でありますけども、先人の方々が農林サイドで

補助事業をいただいて、立派な公園をつくって

いただいたんですけども、本当にどういう管理

して守っていったらいいか四苦八苦していると、

そういう時代ですね。 

 間違いなく少子高齢化なんで、人口は減って

いくことが間違いないんで、もう生活環境を守

ることさえもままならないという状況になって

きておるわけで、本当にやはりいろんな要望さ

れる方はたくさんいると思うんですけども、し

っかりした民間の組織をつくっていただいて、

そしてその民間ではなくて市民の団体をつくっ

ていただいて、その市民の発想で、ずっと管理、

移譲してもらっていけるような体制づくりとい

うものは、それは行政がやはり仕掛けをしてつ

くっていく必要があるのではないかなと。自然

的に民間の方々、あるいは市民の組織ができて

くるということではなくて、仕掛けは行政のほ

うでそうした誘導をしていくというような方法

でよろしいのかなとか、私的に思っているんで

すけども、その点について、市長、いかがです

か。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるとおりだと

思います。例としては、最近の野川の河川敷を

県のほうで整備いただいたわけですけども、そ

れを最初からパークゴルフ場として活用したい

っていう団体があって、それを私ども市のほう

では直接民間は借りるっていうことはできませ

んので、私どもで借りて、ある程度お金もかけ

させては若干いただいたんですが、ほとんどお

金をかけずに、しかも指定管理料も最初はゼロ

で、あれぐらいの利用者で多分長井の健康の増

進とか、あるいは介護予防といったら失礼です

けど、それにかなり寄与した形で進めておりま

す。 

 今回の河川敷については、ちょっと最初から

そういったことではないんですが、長井橋のと

ころに噴水の広場ありますよね。その北側のほ

うにスポ少のサッカーチームでさせてくれとい

うことで、自分たちだけで独占しないからとい

うことで、芝生でやってくださったところがあ

るんです。ここが最初、問題になったのは、そ

こだけ、あなたたちだけしか使えないというの

はだめですよと。みんな使わなきゃいけないん

だと。それを了解できますかということで、わ

かったと。それは私たちも使わせてもらうけど

も、使わないときはもちろんみんな市民に使っ

ていただけると。そういうことで、芝生もやる

からということで、してあげました。そういっ

たところなども掘り起こせばいっぱいあると思

うんですね。その辺のところを今ないんですけ

れども、今あの状況のままで草ぼうぼうでして
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おけないなということで、今回実施測量などを

させていただければなと思ったところでござい

ます。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 ぜひ市民主導というこ

とに特化した事業を推し進めていただきたいな

と私は思います。 

 やはりすばらしかったなと思います。今、市

長が言ったとおり、パークゴルフ場、本当に皆

さんが一生懸命になっていただいて、そして将

来ともに継続していくことであろうなというふ

うに、将来は見えてきているなと私は思ってい

るんですけども、極端な例、失敗例はゲートボ

ールですよね。これは失敗じゃないんですけど

も、やっぱり市民のニーズが変わりますので、

これはいたし方ないことだと思いますけども、

ここのゲートボール場なんて本当に要望さえあ

れば各地に１カ所、25万円ずつ投資してつくっ

ていただいたんですけども、なかなかそれが実

際その現況としては生かせていないものがある

わけでございまして、そうしたことでない事業

であることを願っております。 

 今回は一千万なにがし、予算ですけども、恐

らくコンサルにお願いするという形になるんで

しょうけども、前にもある議員からも質問あっ

たんですけども、直営で設計業務等についてで

きないものかなと私は思っておるんです。今も

思ってるんですけども、当時の市長の答弁では、

やはりそうした資格のある職員がいないんで

云々というような答弁をいただいたわけであり

ますけども、このたびの事業についてはどのよ

うなお考えを持っておられるか、お聞かせくだ

さい。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 自主的に、自前で設計できない

かというようなご提言でございますけれども、

昨年度の河川緑地活用計画っていうのは図上で

の計画で、これはごらんになってますかね。え

え、こういったものなどをつくりました。今回

の補正では、基本設計として現地の測量業務が

必要なんですね。平面と中心線と、横断と、横

断測量だそうなんですけども、実施設計として

具体的な設計業務のほか、当然最上川の降水時

期っていいますかね、その利用ですので、河川

占用許可っていうことで、国から許可も必要に

なるんです。協議資料の作成が含まれてるんで

すね。これはできないわけじゃないと思います。

かなり大変ですけども、でも、コスト的には民

間に頼んだほうがずっと安いっていうことです

ね。 

 測量設計業務っていうのは、私どももここ六、

七年でそれなりの技士は採用しました、集めま

した。で、土木関係の技士と、あと設計、公共

設備をしなきゃいけないっていうことで、建築

の一級とか二級を持ってる資格なんかも集めた

んですけども、圧倒的に数が少ないと。ですか

ら、時間をかけてじっくりやるんだったらでき

るんでしょうけども、むしろ人件費が非常に高

いわけですよね。そんなことから、河川許可を

受けるには、かなり正確な図面や計画が必要で

あり、単に現在の地盤を芝に植えたりとか、あ

るいはグラウンドにしたり舗装すればよいとい

うものではないもんですから、今回この事業は

直営では難しいのかなと。むしろ民間に任せた

ほうがいいというふうに思ってます。 

 なお、じゃあ測量設計でこのぐらいかかるん

だったら工事は相当かかるんじゃないかと思う

かもしれませんが、実は測量設計っていうのは、

今は何でもかんでもそうなんですが、すごくか

かるんですね。実際の事業費はそんなにかから

ないと思います。そんなにかけられませんし、

余り聞かれてないので言いませんけれども、億

なんていうお金は絶対かけないです、工事費そ

のものとしては。そんなことで、やっぱり委員

おっしゃるように、その後の管理運営も考えて

いかなきゃいけない時代だと思っております。
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以上です。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 その設計、いわゆるコ

ンサルについては私も甘いところとわからない

ところだらけだったもんですから、長井の事業

というのは100％コンサルなんだなという、コ

ンサルに頼んでしまうと、職員が設計とか、長

井のことをわかって設計していただけるんで、

少しは市民の皆さんにプラスになるような設計

ができるのかなと、そんな程度のことしか考え

ておりませんでしたので、やはりコンサルとな

ってきますと外部になりますので、一般的なル

ールのもとで一律的に計画してくるのかなと、

そんなことを思ったもんですから説明を求めた

というようなことでございます。会社に頼んだ

ほうがはるかに費用対効果で安く仕上がるとい

うことであれば、それはそれでよろしいんじゃ

ないかなと私は理解するところでございます。 

 最後の項目になるわけでございますけども、

今後の河川公園事業は慎重にということで、今

まで話をしてきて十分この項目の質問は大体終

了したなとは思っているんですけども、やはり

いつかは河川公園、長井橋まで市民の要望、あ

るいは観光客の要望とか、あるいは道の駅の充

実とか、そういうものを考えたときには必要不

可欠の事業になるのかなとは思っておりますけ

ども、私がきちっと申し上げておきたいのは、

観光交流センターがやはり生まれたばかりでご

ざいますので、それをきっちりと一人前に見届

けると、そういう作業の上に立って次の段階に

入っていただきたいなとは、個人的には思って

いるわけで、さまざまな市民の方々、あるいは

あそこにおいでになる方々から多くの要望はあ

るかと思いますけども、一つ一つ事業を進めて

ほしいというふうに考えておりますけども、そ

の点について、市長、いかがでしょうか。 

○五十嵐智洋委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるように、公

園の整備っていうのは整備費だけじゃなくてそ

の後の運営、管理というのがやっぱり相当かか

ると。で、利用が随分見込まれるような、例え

ばパークゴルフ場のような、そういったもので

あればまだしも、それがはっきりしてないもの

は、本当に慎重にすべきだなと思っております。 

 そういった意味では、今回その緑地公園のほ

うは観光交流センターの一体の事業として、そ

ういった要望などもあって見たんですが、結果

としてやらなくても、結果として決してマイナ

スではなかったなと。したがって、改めてやっ

ぱり観光交流センター道の駅にプラスしてやっ

たらいいんじゃないかという、多くの人に言っ

ていただけるようになりましたので、その上で、

やっぱり一つ一つじっくりと検討して、慎重に

少しずつ整備して、あるいは要望に応えて市民

の活用できるような、そういった広場等々の整

備に努めていかなきゃいけないと思っておりま

す。 

 大変委員おっしゃるとおりだと思いますので、

今後も河川緑地公園に限らず、公共施設整備に

ついては、やはりその後の管理ということをよ

くよく念頭に置いて計画してまいりたいと思い

ます。 

○五十嵐智洋委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 やはり風呂敷を広げて

たくさんのメニューありますよということも、

それも一つの方法だと思いますけども、やはり

小出しにして、必要なものは皆さんで考えてく

ださいよとか、アイデアを欲しいよとか、知恵

をいただきたいというようなことで、少しずつ

風呂敷を広げていくということが、この長井の

まちづくりに似合っているのではないかなと、

私は個人的にそう思っております。誤りのない

まちづくりに頑張っていただきたいなと、その

ように思います。 

 まだ時間あるんですけれども、恐らく昼食の

ためというふうに入られる時間じゃないかなと



 

―２０３― 

思いますので、この辺で質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

 

 

 宇津木正紀委員の総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、順位３番、議席番号

１番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 ３番目ということで、

私のほうは大きく３項目ございまして、わかり

やすい簡潔な答弁をよろしくお願いしたいと思

います。 

 まず最初に、中心市街地活性化事業について

お伺いします。 

 質問の目的については、本町テナントミック

ス施設設置目的等を問い、中心市街地活性化事

業の推進方策をただすことになっております。

歳入の９款３項４目１節商店街まちづくり事業

貸付金元利収入5,191万1,000円、歳出の７款１

項２目21節貸付金、歳入と同額の5,191万1,000

円について伺います。中心市街地活性化戦略的

貸付金5,191万1,000円は、中心市街地活性化基

本計画の主要事業として本町テナントミックス

施設整備事業を行うための予算でありますが、

民間事業者が中小企業庁の補助金を活用し、実

施するとしております。 

 そこで、以下について順次伺います。１つ目

は、まちなかに設置する狙いは何かということ

で、本町テナントミックス施設は１階に４店舗、

２階にオフィスが２つと、プラスシェアオフィ

スを計画しております。テナントミックスとい

う意味は、１階の店舗と２階のオフィスを合わ

せてミックスしたものと理解しておりますが、

この施設はタス２階に開設した卵をかえすとい

う意味のインキュベーション施設のシェアオフ

ィスとかぶらないでしょうか。タスビルのシェ

アオフィスとの違いは何か、またまちなかに設

置する狙いは何でしょうか。産業参事に伺いま

す。 

○五十嵐智洋委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 お答えします。 

 まず、タスのインキュベーション施設、ｉ－

ｂａｙとつけてますが、これは市が起業・創業

支援の観点から設置した施設であります。共有

エリアは、この使用は会員事業者のみが可能と

いうことで、主に個室を持たない会員の作業ス

ペースや打ち合わせスペースとして利用いただ

いているということです。で、ここは基本２年

間というふうにしておりまして、ビジネスのめ

どが立てばまちなかへ事務所を移していただけ

ればいいなと思っているところです。 

 一方、本町のテナントミックスは、民間事業

者が独自に整備する施設でありまして、２階に

予定していますシェアオフィス、これは誰でも

気軽に利用できる無料のレンタルオフィスとし

て開放される予定というふうに伺っております。 

○五十嵐智洋委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 わかりました。タスの

ほうは２年限定だということで、それ以後、こ

ちらのほうを活用していただくということ。あ

と、シェアオフィスは無料レンタルということ

で、大変無料っていうのはいいことだなと思い

ますが、わかりました。 

 次ですが、まちなかに設置する狙いは何かと

いうことで、ちょっと答弁漏れがあったようで

すので、お願いします。 

○五十嵐智洋委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 この施設につきましては、

本町大通り沿いを計画地としておりまして、こ

こは市内中心市街地を通る都市計画道路、粡町

成田線が南北に縦断するところで、交通量のあ

る大通りに面した場所というふうになっており

ます。さらにこのまちづくり会社では、今後、

中央十字路の付近にもう一つの商業複合施設を

整備する予定がありまして、この２つの施設を


